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ーキーを原理とする一般行為システム論へという、’50 年代後半から ’60 年代後半にかけて
のパーソンズ理論の展開と、そこにおける文化の性質的変遷が考察されている。  
 社会システムの機能要件分析から成立した AGIL 図式では、文化（価値）の I 次元にお
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値に媒介された「相互浸透」が考察される。  
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多いが、パーソンズは価値を具体的には道徳的標準と捉えており、価値を狭く限定して捉
えているのではないか。さらに、価値と規範の区別や記号と象徴の区別が曖昧ではないか、
という点も指摘された。特に後者についてはデュルケムやパーソンズは象徴の持つ統合機
能を重視しているが、象徴は対立・闘争の焦点にもなりうるということ、象徴より記号の
方が共有性が高いと考えられるので、社会の形成・維持に関しては記号の方を重視すべき
ではないか、という指摘もなされた。  
だが、これらのことはパーソンズ理論自体に内在する問題であり、これまた、今後の研
究の展開の中で考察されるべき課題と考えるべきであろう。  
さらに、最初にウェーバーの方法論が取り上げられているが、それよりも｢理念｣と｢利害｣
の関係に関する彼のよく知られた見解を取り上げた方がよかったのではないか、という指
摘もなされた。また、言語論的転回など、本論文が取り上げている諸理論に関して、理解
が不十分と思われる箇所も見られた。  
だが、これらの点は本論文の価値を大きく損なうものではない。  
本論文にはこのような問題も残されてはいるが、何よりも、先に述べたように、広く文
献を渉猟し、哲学をも含めた広い理論的動向の内に社会学における文化概念の変遷を位置
づけ、またそれを現代社会の変動とも関連させて考察し、文化理論研究の新たな方向性を
打ち出していることは高く評価しうるものである。  
よって、本論文は博士（社会学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
